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肩関節・鎖骨 ④上腕 ⑤肘関節 ⑥前腕 ⑦手関
節 ⑧手部 ⑨胸骨・肋骨・上背部 ⑩腹部 ⑪背
部 ⑫腰部・骨盤・仙骨 ⑬股関節・鼠径部 ⑭大
腿部 ⑮膝関節 ⑯下腿部・アキレス腱 ⑰足関






















　多発した順に5月 , 9月 , 12月 , 2月に各15件 
（10.9％）, 4月に14件（10.1%）, 10月と3月に13件 
（9.4％）, 7月に10件（7.2％）, 6月と1月に9件 （6.5%）, 









　頭部・顔面5件 （3.6%）, 上肢10件 （7.1%）, 体幹
部9件（6.4%）, 下肢115件 （82.1%）となり, 下肢傷
害が圧倒的に多発した. 下肢部位の内訳は足部
12件 （10.4％）,足関節33件（28.7％）, 下腿部・ア






損傷23件 , 靭帯部分断裂13件 , 靭帯完全断裂3
件）, 筋損傷・筋痙攣22件 （15.7％）, 腱損傷・腱
障害15件（10.7％）, 疲労骨折12件（8.6％）, 挫傷・
打撲12件 （8.6％）, 骨膜炎11件 （7.9％）, 骨折7件
（5.0％）, 炎症7件 （5.0％）, 骨損傷（その他）4 























上）』 36件 （25.7％）, 『重症度Mild（離脱期間4日
~7日）』 28件 （20.0％）, 『重症度Minimal（離脱









件, 骨膜炎4件, 疲労骨折3件, 靭帯損傷2件
などとなった. これは種類別にすると慢性










骨折6件, 靭帯損傷5件, 骨折4件, 腱損傷・
腱障害4件, 筋損傷・筋痙攣2件などとなっ








8件, 膝関節1件, 肩関節1件）, 骨膜炎5件, 筋
損傷・筋痙攣4件, 打撲・挫傷4件, 脳震盪
（疑いを含む）3件などとなった. 種類別で







3件, 手関節1件）, 挫傷・打撲7件, 筋損傷・
筋痙攣7件, 骨折1件, 腱損傷・腱障害1件な
どとなった. 急性外傷が23件（62.2%）, 再受
































































　National High School Sports-related Injury 










年生が21.9％, 2年生が26.0％, 3年生が20.0％, 4
年生が32.1％となっている. 男子バスケットボー
ルでは1年生が22.9％ , 2年生が23.0％ , 3年生が




24.6％ , 3年生が26.2％ , 4年生が23.4％という割
合である. 女子バスケットボールでは1年生が



















































ツと大きく違う. National High School Sports-
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　National High School Sports-related Injury 























熱疲労1件, 心疾患1件, 低体温症3件があった. 
疲労, 貧血, 生理不順, 睡眠障害, 食欲障害, 胸













































































いては受傷者, その保護者, 医師, アスレティッ
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